
 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 

新しい年を迎え、子ども達は就学への楽しみな気持ちと、仲良しの友

達とのお別れする寂しい気持ちがあるようです。卒園まで残り３カ月と

なってしまいましたが、今しか出来ない事、保育園での楽しい思い出を

たくさん作っていけるよう保育を行っていきたいと思います。 

クリスマス会を終えて、緊張から解放されますます元気な子ども達。

保育園最後のクリスマス会の練習を行っていく中で「お父さん、お母さ

ん喜んでくれるかな」と話をしていたり、自分達の発表を見て「皆が元

気になるかな」「楽しんでくれるかな」と自分達の事だけでなく、周り

の皆にも元気になってもらいたいという子ども達のあたたかな思いに

感心すると共に大きな成長を感じました。 

  

 

１２月からフッ化物洗口が始まりました。始まる前は「どんな味かな」

「ドキドキする」と不安があった子ども達。初めての日には緊張した表

情でフッ化物液を口に入れていました。フッ化物洗口には茨城県で作っ

た独自の歌があり、歌に合わせて上手にブクブクとうがいをしています。

特に「一生使うよ自分の歯」の歌詞がお気入りで、時々口ずさんでいる

子ども達です。 

毎日同じくフッ化物液を用意していますが、子ども達にとっては毎日

微妙に味が違うようで、それも楽しみのひとつになっています。乳歯が

抜けている子、永久歯が生えてきている子がいて歯が生え変わる大切な

時期なので、これからも楽しみながら行っていきます。 

 

 

 

 

 

ある日、一人の男の子が「先生」と勢いよくやってきて「はちは、は

ちみつが好きでしょ。何でだと思う？」と聞いてきました。そこから熱

弁が始まり「はちみつには、はちがあるでしょ。はちが同じだからはち

みつが好きなんだよ」と得意顔。「はち（指を８本出して）、みつ（指を

３本にして）」と指で表現しても５本指と３本指に分かれるので３（み

つ）になる事にも気付いたようです。本人もその話が気に入ったようで

１日中「８（はち）、３（みつ）」と何度も指を出しながら自分の大発見

を皆に話している姿がとても可愛かったです。 

 

 

 

子ども達の遊びの中の会話で「ロープ、プロテイン、はぶらしを持っ

ていくぞ」と聞こえてきました。皆さんはどこに行くことを想像します

か？どこに行こうとしているのか全く分からず聞いてみると「ジムに行

くんだよ」との事。プロテインはわかりましたが、ロープとはぶらしの

使い道は？どんな話になっていくのか気になり、続きを見ていました。

どうやらプロテインは毒入りのようでますます謎が深まるばかり。何を

しにジムに行くのでしょう？そのうち「捕まえた」とも聞こえてきます。

全く状況が見えず、話を聞いてみました。すると、強盗を捕まえにジム

に行ったようです。「強盗＝筋肉マッチョ」という子ども達の概念があ

り、「筋肉マッチョ＝ジム・プロテイン」のようです。そこでジムに行

って筋肉マッチョに毒入りプロテインを飲ませて、ロープで縛って解決

のようでした。しかし、はぶらしが使われていません。はぶらしの使い

道を聞いてみると「強盗の頭をはぶらしでこする」という怖い話でした。

子ども達の遊びの内容としてどうなのかとも思いますが、見聞きして得

た様々な言葉、知識を色々組み合わせて遊びへと発展し、設定をしっか

り作っていく所は面白いなと思いました。最近ではクラスにあるドリン

クバーコーナーにはプロテインが登場するようになりました。 

 


